
障害者を含めた包摂的社会実現・合理的配慮

出典：政府広報オンライン
「知っていますか？街の中のバリアフリーと「心のバリアフリー」



国内の人口
に占める高
齢者・障害
者の割合

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



ダイバーシティ（多様性）
多様な人が住む社会

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute

ダイバーシティ（Diversity）とは、日本語で「多様性」の意味。人種・性別・宗教・
価値観などさまざまに異なる属性を持った人々が、組織や集団において共存
している状態を示します。 



多数派である右利き優先の社会

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute

左利きの人も使いやすい



障害はどこにある？

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute

車いすユーザーを想定していない 車いすユーザーも使える インターホン等で呼び出し
お手伝いする



「障害の捉え方」

１．障害を個人の特性によるもの
 ２．社会の側にある障壁によって生じるとする考え方

障害や不利益・困難の原因は
目が見えない、耳が聞こえない、
足が動かせないなど
個人の心身機能が原因である
という考え方。

障害や不利益・困難の原因は
障害のない人（多数派）を前
提に作られた社会の作りや
仕組みに原因がある
という考え方。

障害の個人（医学）モデル 障害の社会モデル

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



障害の捉え方

障害の個人（医学）モデル
→耳に障害があり、アナウンス
 が聞こえないことで、何が起きて
 いるのか分からない

障害の社会モデル
→乗客の全員が聞こえること前提
に音声情報だけでしかアナウン
スしていない。
もし耳マークがなければ、日本
語が分からず困っているかもし
れません。

 

We are currently･･･

因发生事故，･･･

사고로인해열차･･･

多言語での音声と文字表記
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4つの社会的障壁

（1）物理的なバリア
（2）制度的なバリア
（3）文化・情報面の 

バリア
（4）意識上のバリア

出典：令和7年厚生労働省観光庁
「宿泊者に対する接遇研修ツールより」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



バリアフルレストラン
無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



バリアフルレストラン概要

もしも車いすユーザーと健常者(立って歩く人)の割合が逆転したら、、

バリアフルレストランは共生社会に欠かせない考え・“障害の社会モデル”
という考えを体感いただきます。
“障害は社会が作り出す”ということはどういうことなのか？

車いすユーザーが暮らしやすい社会、こんなことをイメージしていますか？

・段差がなくて車いすでも移動しやすい

・モノの高さが車いすでも手に届きやすい

・自分の行きたいお店に車いすでも自由に入店できる

・車いすに乗っていても奇異な目で見られない…etc..

そこで目指されている共生社会とは？

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



バリアフルレストラン 企画のねらい

身体障害の疑似体験ではなく、“健常なまま”障害体験をすることで、
障害者の“できない”は、社会が“できなくさせている”ことに気づき、
目指すべき共生社会やＤＥ＆Ｉの本質を身につける。

“障害は社会が作り出す”という「障害の社会モデル」
の考えを体感で学ぶ。

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



現実社会と逆転した“だけ”のバリアフルレストランの世界

【バリアフルレストランでの共生社会への取り組み】

・二足歩行者にヘルメットを貸し出そう！

・施設には最低1か所以上いすを設置しよう！

・二足歩行者の苦労を理解して心のバリアフリーを進めよう！…etc..

多数派の価値が基準となる社会の構造、

“普通・当たり前“を見直さないと

共生社会、DＥ＆Iの推進にはなり得ない。

→しかし、“普通・あたり前”すぎて気づきにくい

社会を反転させることで見えてくる無意識の偏見

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



「障害の社会モデル」の考え方は、
法律で定められています

• 2006 年に国連総会で採択された「障害者の権利に

関する条約」でも採択されており、日本では2014年

に批准し、この考え方に基づく対応が求められています。

「障害者権利条約」
                     

この条約に基づき、2016 年の４月から

「障害者差別解消法」が施行されました。

                  
無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



障害者差別解消法

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
2016年４月1日施行

障害を理由とする差別の解消を推進する法律。               
全ての人がお互いに人格と個性を尊重して共生する社会
の実現を目指す。

出典：政府広報オンライン
「事業者による障害のある人への「合理的配慮の提供」が義務化」
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障害者差別解消法で求めていること

①不当な差別的取扱いの禁止（法的義務）

（法８条１項）

②合理的配慮の提供（法的義務）（法８条２項)

③環境の整備（努力義務） (法５条）

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



障害者差別解消法

不当な差別的取扱い
障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として、サービスの提供を拒
否したり、場所や時間帯を制限したり、条件を付けるなど、障害のない人と異なる
取扱いをして障害のある人を不利に扱うことをいいます。障害者差別解消法では
「不当な差別的取扱い」を禁止しています。

「合理的配慮の提供」
障害のある人にとっての社会的なバリアについて、個々の場面で障害のある人か
ら「社会的なバリアを取り除いてほしい」という意思が表明された場合には、その
実施に伴う負担が過重でない範囲で、バリアを取り除くために必要かつ合理的な
対応をすることとされています。これを「合理的配慮の提供」といいます。

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



不当な差別的
取扱い

障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理
由として、サービス提供の拒否、制限、または条件
を付けるなど、障害のない人とは異なる扱いをし
て不利に扱うことです

出典：内閣府リーフレット「不当な差別的取扱い」大活字版

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



不当な差別的取扱い事例

• 障害のある人が来店したときに、正当な理由がないのに、「障害のあるかたは
入店お断りです」と言って入店を断ったり、「来店するときは保護者や介助者
と一緒に来てください」などと言って介助者などの同伴をサービス提供の条
件とする行為

• 障害を理由に、窓口での対応を拒んだり、順序を後回しにしたりする

• 障害を理由に、資料やパンフレットなどの提供、説明会やシンポジウムなどへ
の出席を拒む

• 障害を理由に、必要がないにもかかわらず介助者の同行を求めるなどの条件
を付けたり、支障がないにもかかわらず介助者の同行を拒んだりする

• 本人を無視して介助者だけに話しかける

• 合理的配慮の提供を受けたことを理由に、試験などにおいて評価対象から除
外したり評価に差をつけたりする
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合理的配慮事例

出典：政府広報オンライン 「合理的配慮の具体例」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute

※研修当日はアニメーションを用いてご説明いたします。



合理的配慮事例

出典：政府広報オンライン 「合理的配慮の具体例」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



障害の種類や
特性等の多様性

● 心身の状態や障害の程度によって

困りごとは一人ひとり異なります。

つまり合理的配慮に一人として同じ

ものはありません。

● 決して勝手な思い込みや決めつけ

をすることなく、必要な配慮の多様

性を理解し、柔軟に対応することが

大切です。
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意思の表明

※言語（手話を含む）、点字、拡大文
字、筆談、実物を示すことや身振り
などのサインによる合図、触覚など
様々な手段により意思が伝えられ
ることをいいます。

※通訳や障害のある人の家族、支
援者、介助者、法定代理人など、障
害のある人のコミュニケーションを
支援する人のサポートにより本人
の意思が伝えられることも含まれ
ます。
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建設的対話とは

•社会的なバリアを取り除くため
に必要な対応について、事業者
と障害のある人との間で対話
を重ね、共に解決策を検討する
「建設的対話」が重要です。

•障害のある人からの申出への
対応が難しい場合でも、障害の
ある人・事業者の双方が持って
いる情報や意見を伝え合い、建
設的対話に努めることで、目的
に応じて代わりの手段を見つ
けていくことができます。
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発達障害のあるこどもの保護者と習い事教室の事業者との間の建設的対話

出典：政府広報オンライン 「建設的対話の具体例」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



対話の際に避ける
べき考えかた

個々の場面ごとに柔軟に対応する
ことが求められる中で、避けるべ
き考え方は、次の通りです。

1. 前例がないので、対応できません

2. 障害のある人だけを特別扱いできま
せん

3. もし何かあったらいけないので、

 対応できません

4. 〇〇の障害がある人には、対応でき

ません

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute
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合理的配慮の流れ

①環境整備

②情報公開

③意思表明 / 声かけ

④対話

⑤事例の共有・検証・改善

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



対象者

障害者手帳保持者に限らず、障害
及び 社会的障壁により継続的に
日常生活又は社会生活に相当な
制限を受ける状態 にある人（障害
児も対象）

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



合理的配慮と対話の必要性

•障害者のニーズや困りごと
をこちらの思い込みで対応
することが、心のバリアです。   

•人は、多様 であるというこ
とを認識し、対話をもって合
理的配慮を行うことが重要
です。

出典：広報オンライン「対話が重要 障害のある人への合理的配慮」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



ダイバーシティ＆インクルージョン

ダイバーシティ＝
「ダイバーシティ＆
インクルージョン」

「インクルージョン
（Inclusion）」＝

英語で「受容」

「インクルージョン」

＝「包括」

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



排除 分離 統合 包摂

「包摂」とは＝「インクルージョン」

~多様性に対する状態の分類~

エクスクルージョン セグリゲーション インテグレーション インクルージョン

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



DE&I
ダイバーシティー  エクイティ＆インクルージョン

ダイバーシティ
ダイバーシティ エクイティ
＆インクルージョン

多様性や違いを尊重し、互いに活かし合うことで
組織が活性化している状態それぞれの多様性や違いが認めらている状態

数値化・可視化しやすい 数値化・可視化しにくい

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



公平平等

エクイティとは
~「平等」「公平」の違い~

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



包摂的社会の実現
合理的配慮

すべての人々が排除されず、社会に受け入れられ、共
に生きることができる社会を目指し、あらゆる人々の
存在が尊重される社会を目指していきましょう。

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



価値観が揺さぶられているいま、生き残るために
インクルーシブトランスフォーメーションで組織を変革する

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



インクルーシブ・トランスフォーメーションとは、変化が激しく不確実な現代において、
企業組織としての経済的価値と、多様な人が暮らす社会に対する社会的価値の両側面において、
独自の存在価値を発揮するために、多様なステークホルダーにおける違いを最大限活かせるように

組織経営の根幹を変革することです。

インクルーシブ・トランスフォーメーション(ＩＸ)とは

経済的価値 社会的価値

多様な力を相互作用しながら最大限に発揮する環境をつくる

目に見える表層的な多様性だけでなく、目に見えない深層的な多様性も
1人ひとりの違いを互いに理解し、認め合い、尊重し、活かし合う。

多様なステークホルダー
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組織の基礎・土台

組織の中核・要

組織・構成員の方向性・目印

組織の変革・革新

ＩＸ（インクルーシブ・トランスフォーメーション）５つの要素

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute



IX診断とは？
IX（インクルーシブ・トランスフォーメーション)診断は、革新的な成果を
生み出す組織やチームを作るために欠かせない要素を、IX：インクルー
シブ・トランスフォーメーションの視点から分析・課題を発見するための

ＩＸを推進する人材を育成するために
インクルーシブ・コミュニケーターとは、多様な力を生み出す

革新的な組織になるために

１．多様な人が活きるチーム作り
２．多様な違いを力に変える環境変革
３．多様な力を引き出すコミュニケーション
を身につける実践的な資格です。

無断で引用・転載を固く禁止します。  Copyright(C) The Nippon Care-Fit Education Institute

診断です。チームや組織のＩＸに対する課題を可視化
することができ、組織を変えていく機運を共有すること
ができます。
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